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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 35,937 － 2,615 － 2,992 － 1,972 －

2021年３月期第２四半期 30,096 △20.4 492 △85.8 730 △80.4 368 △85.0

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 3,841百万円（－％） 2021年３月期第２四半期 △583百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 156.32 －

2021年３月期第２四半期 28.84 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 85,363 69,987 79.1 5,447.09

2021年３月期 84,874 67,494 76.6 5,147.59

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 67,484百万円 2021年３月期 64,997百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 24.00 － 26.00 50.00

2022年３月期 － 25.00

2022年３月期（予
想）

－ 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対
前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適
用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,000 － 7,000 － 7,500 － 5,000 － 393.22

１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 13,100,000株 2021年３月期 13,100,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 710,960株 2021年３月期 473,158株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 12,617,347株 2021年３月期２Ｑ 12,770,697株

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しており、当該基準に基づいた予想となっております。このため、当該基準等適用前の実績値に対する増減率は記

載しておりません。

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、新型コロナウイルスの影響が顕著であった前第２四半期連結累

計期間に比べて、自動車用バックミラーの販売数量が大幅に増加した結果、売上高は35,937百万円となりました。

　売上高の増加に伴い営業利益は2,615百万円、経常利益は2,992百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は

1,972百万円となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を適用しております。

　これにより、当連結累計期間と比較対象となる前連結累計期間の収益認識基準が異なるため、当第２四半期連結累

計期間における経営成績に関する説明は、前第２四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記

載せずに説明しております。詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務

諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

主力の自動車用バックミラーの販売数量は増加しましたが、収益認識会計基準等の適用により、売上高は17,657百

万円となりました。営業利益は、販売数量の増加に伴い935百万円となりました。

②アジア

タイ及び中国において自動車用バックミラーの販売数量が増加した結果、売上高は9,837百万円となりました。営

業利益は、売上高の増加に伴い1,267百万円となりました。

③北米

米国及びメキシコにおいて自動車用バックミラーの販売数量が増加した結果、売上高は8,442百万円となりまし

た。営業利益は、新型コロナウイルスに起因する特殊費用が増加したものの、売上高の増加により360百万円となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、85,363百万円となり、前連結会計年度末に比べて489百万円

増加いたしました。これは、現金及び預金が1,925百万円増加、受取手形及び売掛金が3,012百万円減少、商品及び製

品が158百万円増加、仕掛品が130百万円増加、原材料及び貯蔵品が759百万円増加、投資有価証券が412百万円増加し

たことなどによるものであります。

負債の残高は、15,376百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,003百万円減少いたしました。これは、主に支

払手形及び買掛金が1,818百万円減少、未払法人税等が105百万円減少、賞与引当金が206百万円増加、役員退職慰労

引当金が20百万円減少したことなどによるものであります。

純資産の残高は、69,987百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,492百万円増加いたしました。これは、主に

利益剰余金が1,657百万円増加、純資産の控除項目である自己株式が701百万円増加、為替換算調整勘定が1,254百万

円増加、その他有価証券評価差額金が287百万円増加したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では2021年５月14日に公表いたしました業績予想について、特に変更はありませんが、今後様々な要因によ

り予想数値の修正を行う必要が生じた場合には、速やかに公表いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,684 34,610

受取手形及び売掛金 11,970 8,958

電子記録債権 1,390 1,342

商品及び製品 1,039 1,198

仕掛品 747 877

原材料及び貯蔵品 3,007 3,767

その他 1,046 1,499

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 51,879 52,245

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,350 18,758

減価償却累計額及び減損損失累計額 △8,675 △9,104

建物及び構築物（純額） 9,675 9,654

機械装置及び運搬具 25,666 26,437

減価償却累計額及び減損損失累計額 △19,691 △20,563

機械装置及び運搬具（純額） 5,975 5,873

工具、器具及び備品 23,937 24,883

減価償却累計額及び減損損失累計額 △22,055 △23,053

工具、器具及び備品（純額） 1,881 1,830

土地 5,635 5,648

リース資産 466 492

減価償却累計額及び減損損失累計額 △448 △477

リース資産（純額） 17 15

建設仮勘定 1,164 1,056

有形固定資産合計 24,350 24,078

無形固定資産 1,454 1,399

投資その他の資産

投資有価証券 4,476 4,888

投資不動産 1,740 1,740

減価償却累計額及び減損損失累計額 △355 △356

投資不動産（純額） 1,385 1,383

退職給付に係る資産 622 633

繰延税金資産 271 308

その他 434 426

投資その他の資産合計 7,190 7,640

固定資産合計 32,994 33,118

資産合計 84,874 85,363

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,633 5,814

電子記録債務 1,852 1,858

未払法人税等 806 701

製品保証引当金 233 229

賞与引当金 947 1,153

役員賞与引当金 26 32

その他 2,779 2,438

流動負債合計 14,279 12,228

固定負債

長期借入金 1,600 1,600

繰延税金負債 539 548

役員退職慰労引当金 411 390

退職給付に係る負債 422 481

資産除去債務 49 49

その他 78 78

固定負債合計 3,100 3,148

負債合計 17,379 15,376

純資産の部

株主資本

資本金 3,165 3,165

資本剰余金 3,426 3,426

利益剰余金 58,403 60,060

自己株式 △854 △1,556

株主資本合計 64,140 65,096

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,377 1,664

為替換算調整勘定 △750 503

退職給付に係る調整累計額 230 219

その他の包括利益累計額合計 857 2,387

非支配株主持分 2,497 2,503

純資産合計 67,494 69,987

負債純資産合計 84,874 85,363
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 30,096 35,937

売上原価 26,465 29,691

売上総利益 3,630 6,245

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 304 434

役員報酬 103 156

従業員給料 940 977

賞与引当金繰入額 224 306

役員賞与引当金繰入額 26 32

退職給付費用 43 16

役員退職慰労引当金繰入額 21 9

福利厚生費 229 249

旅費交通費及び通信費 50 67

減価償却費 231 217

その他 962 1,163

販売費及び一般管理費合計 3,137 3,629

営業利益 492 2,615

営業外収益

受取利息 78 71

受取配当金 45 49

受取地代家賃 64 68

受取ロイヤリティー 19 46

為替差益 － 75

開発業務受託料 31 22

助成金収入 83 2

その他 49 65

営業外収益合計 372 402

営業外費用

支払利息 4 2

賃貸費用 19 18

為替差損 106 －

その他 4 5

営業外費用合計 134 26

経常利益 730 2,992

特別利益

固定資産売却益 7 1

特別利益合計 7 1

特別損失

固定資産処分損 3 10

減損損失 29 －

特別損失合計 33 10

税金等調整前四半期純利益 704 2,983

法人税等 194 692

四半期純利益 510 2,290

非支配株主に帰属する四半期純利益 141 318

親会社株主に帰属する四半期純利益 368 1,972

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 510 2,290

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 163 287

為替換算調整勘定 △1,263 1,274

退職給付に係る調整額 6 △11

その他の包括利益合計 △1,093 1,550

四半期包括利益 △583 3,841

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △614 3,503

非支配株主に係る四半期包括利益 31 338

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高

に与える影響はありません。

また、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

当会計基準の適用による当第２四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりであ

ります。なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

・有償受給取引

顧客から原材料等を仕入れ、加工を行ったうえで当該顧客に販売する有償受給取引等において、従来は原材料等

の仕入価格を含めた対価の総額で収益を認識しておりましたが、原材料等の仕入価格を除いた対価の純額で収益を

認識することとしております。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価が4,368百万円それぞ

れ減少しており、当第２四半期連結会計期間末日において、棚卸資産が222百万円減少し、流動資産その他が222百

万円増加しております。

・有償支給取引

一部の有償支給取引について、第１四半期連結会計期間より金融取引として棚卸資産を引き続き認識するととも

に、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について金融負債を認識しております。この結果、当第２四半期連

結会計期間末日において、棚卸資産及び流動負債その他が48百万円それぞれ増加しております。

・代理人取引

顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る対価の総額を収

益として認識しておりましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入れ先に支払う額を控除した純額で収益を認識

しております。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価が365百万円それぞれ減少しておりま

す。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年

３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（追加情報）

（事業の譲受及び株式取得による会社等の買収）

当社は2021年８月31日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社大嶋電機製作所（以下「大嶋電機製作

所」という。）の発行済株式の84.2％を株式会社ミツバより取得し子会社化すること、及び大嶋電機製作所の製造品

目に関連して株式会社ミツバが担う開発、設計並びに販売機能を譲り受けること（併せて、以下「本譲受け」とい

う。）について決議し、株式会社ミツバとの間で株式譲渡契約を締結いたしました。

（１）本譲受けの理由

大嶋電機製作所は群馬県太田市に所在し、1943年の創業以来、国内自動車メーカー向けの自動車用内・外装部品を

製造し、ドアミラー生産においても豊富な実績を有しております。

自動車用バックミラー事業を主力事業とする当社は、この度の株式取得により大嶋電機製作所を子会社化し、東日

本エリアにおける重要な生産拠点とすることで、さらなる顧客基盤の拡充を図ります。

また、両社のドアミラー生産における技術とノウハウを融合し、お客様に一層ご満足頂ける製品の安定供給に努

め、事業成長の加速を目指してまいります。

（２）本譲受けの相手会社の名称

株式会社ミツバ

（３）本譲受けの内容

① 株式会社ミツバが有する、大嶋電機製作所に関連する資産・負債を大嶋電機製作所に承継させた後に、

当社が大嶋電機製作所の発行済株式の84.2％を譲受け

② ①と併せて、大嶋電機製作所の製造品目に関連して株式会社ミツバの担う開発、設計及び販売機能を

事業譲渡の方法により当社が譲受け

（４）本譲受けの資産・負債の額

現時点では確定しておりません。

（５）買収する会社の名称、事業内容、規模

名称　　　　株式会社大嶋電機製作所

事業内容　　自動車用内・外装部品の製造及びヘルメットの製造・販売

資本金　　　380百万円

売上高　　　8,246百万円（2021年３月期）

（６）取得する株式の数及び取得後の持分比率

異動前の所有株式数        0株（持分比率：   0％）

取得株式数          640,000株（持分比率：84.2％）

異動後の所有株式数  640,000株（持分比率：84.2％）

（７）本譲受けの時期

2022年４月１日（予定）
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計

日本 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 18,133 7,567 4,394 30,096 － 30,096

セグメント間の内部売上高又
は振替高 714 621 5 1,341 － 1,341

計 18,848 8,189 4,399 31,437 － 31,437

セグメント利益又は損失（△） △268 620 93 445 － 445

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 445

「その他」の区分の利益 －

セグメント間取引消去 323

全社費用（注） △275

四半期連結損益計算書の営業利益 492

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日 至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　本邦以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

アジア：タイ、中国、インドネシア

北米　：米国、メキシコ

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計

日本 アジア 北米 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 17,657 9,837 8,442 35,937 － 35,937

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 17,657 9,837 8,442 35,937 － 35,937

セグメント間の内部売上高又
は振替高 1,319 973 1 2,294 － 2,294

計 18,976 10,811 8,444 38,232 － 38,232

セグメント利益 935 1,267 360 2,562 － 2,562

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,562

「その他」の区分の利益 －

セグメント間取引消去 393

全社費用（注） △340

四半期連結損益計算書の営業利益 2,615

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）　本邦以外の区分に属する国又は地域は以下のとおりであります。

アジア：タイ、中国、インドネシア

北米　：米国、メキシコ

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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